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パパンンデデミミッックク下下ににおおけけるる地地区区公公民民館館のの対対応応とと課課題題  

－－神神奈奈川川県県平平塚塚市市をを対対象象ににししたた全全館館調調査査よよりり－－  

 

池池谷谷  美美衣衣子子**・・丹丹間間  康康仁仁  

ははじじめめにに      

 新型コロナウイルス感染症（以下、コロナ）の世界的流行を受けて、日本では 2020 年 4

月に最初の「緊急事態宣言」が発出された。その後今日に至るまで、感染状況の緩急を繰

り返しながら、あらゆる機関・組織に「三密」を避けるための対策が求められた。とりわ

け、利用者や地域住民が「つどう」ことを前提にした社会教育施設・公民館では、直接的

な交流や集団的な活動がやむなく制限されることで、公民館はその役割を十全に果たすこ

とが困難になった。くわえて、感染状況の深刻化を経験してきた大都市圏では、コロナに

対する地域住民の不安や緊張も緩急を繰り返しており、公民館事業の継続や再開にあたっ

ては、職員が住民の状況や感情の差異に配慮しながら知恵を絞る必要に迫られている。 

このような中で、神奈川県平塚市の中央公民館、および、25 館の地区公民館は、一時的

な貸室停止や開館時間短縮などの策を講じながらも、一斉休館を一度も行わずに今日に至

る。これは、大都市圏である神奈川県下の公民館としては特筆される対応だといえる。 

そこで本稿では、10 市の地区公民館に対して実施された全国調査のうち、平塚市の地区

公民館を対象にしたアンケート結果に着目し、コロナ下での地区公民館の運営の中で経験

された課題や困難とそれへの対応や工夫について実態を明らかにする。さらに、その経験

を通じて職員がつかんだ地域課題や公民館の役割について検討することで、ポスト・コロ

ナ社会に向けた公民館のあり方について示唆を得ることを目的とする。 

 なお、はじめに、２章、３章、および、４章を池谷、１章、および、おわりにを丹間が

分担の上執筆する。 

 

１１．．新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症とと公公民民館館へへのの研研究究アアププロローーチチ 

１－１．先行研究の検討 

 パンデミック下における公民館をめぐる先行研究を、主に３つの方向性で整理した。 

第一に、パンデミック下で公民館の置かれている状況を究明する調査が展開された。代

表的な調査として『月刊社会教育』2020 年 9 月号編集小委員会が一都三県（東京都、埼玉

県、千葉県、神奈川県）を対象に実施した「公民館休館調査」が挙げられる1。コロナ関連

で早期に実施された調査の一つで、公民館等の休館開始日・終了日、措置内容、利用者へ
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の対応に関するデータが市区町村ごとに集められた。１回目の緊急事態宣言以降に「開館

していた例はほとんどない」という状況を捉えたうえで、休館終了時期やその後の具体的

な措置が自治体によって異なることを指摘している。これに続けて『月刊社会教育』2020

年 11 月号では、石山・岩松・朝岡らにより、コロナに関係した東京都下の社会教育の動き

が報告された2。「休館の判断にあたり、すべての施設がほぼ一律的に捉えられていた」と

いう状況や、「休館中であってもそれぞれの施設が持つ機能を果たそうとする取り組みが

行なわれていた」ことが明らかにされた。小・中学校の置かれた状況と対比しつつ、公民

館の役割について「小さな単位での学習の機会をどのように地域に用意できるか」という

課題を提起した。この調査や課題を交えて刊行された書籍『学校一斉休校は正しかったの

か？』は、学習権の観点から、学校や教育委員会はもちろん、公民館、図書館、博物館等

も対象に含めた論稿で構成されている3。各教育機関のパンデミック下の対応について、そ

れぞれの機関の本来的な役割に立ち返った考察がまとめられた。 

第二に、オンラインと公民館に関する研究の蓄積である。１回目の緊急事態宣言時より、

埼玉県さいたま市の地区公民館が展開した「e 公民館」や群馬県高崎市の中央公民館が取

り組んだ「おうちで公民館」など、従前の設置体制を基盤に展開された実践とともに、福

岡県久留米市における「くるめオンライン公民館」のように、既存の公民館体制の枠組み

を超えて広がった実践もみられ、公民館とオンラインの関わり方が問われることになった。

後者の実践に関して、「尼崎オンライン公民館」を事例に、参加メンバーに対する調査を実

施した佐藤は、オンラインの場合も施設集合の場合も学習機会にそれぞれ限界や問題点が

あるとしたうえで、オンラインの可能性に触れつつ、「現実には、『オンライン公民館』の

参加者は極めてローカルな集団である」という点や「オンラインであったとしても、『ロー

カルで小さな学習実践』の積み重ねが重要となる」という点を指摘した4。さらに日本公民

館学会は 2020 年と 2021 年の年報でコロナ関連の特集を組み、オンラインと公民館に関す

る論稿も収録した。コロナ禍を契機にオンライン化を推進しようとする動きをはじめ5、職

員研修にあたってオンラインを取り入れる試みなど6、パンデミック下とその後の公民館を

議論するうえで、オンラインが主要な柱の一つに位置づけられるようになった。 

第三に、パンデミック下において浮き彫りになっている公民館の課題や本質を把握しよ

うとする研究である。感染症への対応に各地の公民館が注力するなか、時々の動向や施設

運営時の対策に関する情報や知見を集めていくことに留まらず、中・長期的な視点でこの

パンデミックを位置づけ、公民館そのもののあり方を問い直していこうとする方向性をも

った研究が進められた。なかでも岡は、「新たな実践モデルへの模索がどのように始まりつ

つあるのか」という視角に基づき、2020 年 6 月、公民館の運営や職員の意識に関する調査

を全国対象でいち早く展開した7。各地の公民館がコロナ対応に追われている最中、職員に

よる自由記述について質的分析を行うことで、施設運営の課題や利用者の状況、公民館の

存在等について考察を深めている。そのうえで、「コロナ禍を契機とした公民館の未来像の
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検討」に向けて、現場の職員らによる「公民館とは何か」という「自問」を位置づけ、研

究者と実践者の協働による議論の必要性を提起している。こうした問題意識は、「コロナ禍

は公民館論をどう変容させるのか」という日本公民館学会の特別プロジェクトのテーマに

引き継がれた8。そこでは、コロナ禍で生じている状況を一過性のものとして捉えず、「コ

ロナ禍下の実践の現場で行われてきた試行錯誤のなかには、未来の公民館のある種の新た

な『モデル』が浮上しつつあるのではないかという感」に基づき、「『公民館論』を塗り替

えていくインパクト」を探っていくことが目指されている。パンデミック下の日本の公民

館に研究としてアプローチしていく意義が示されている。 

 

１－２．本研究の視点と方法 

 以上を踏まえると、先行研究の動向としては、パンデミック下の状況を研究対象とする

か研究方法とするかによってアプローチに大きな違いがあるといえる。感染症に対して公

民館が具体的な対策を講じたり、制約された条件下で創造的な実践を展開したりしていく

うえで、まずもってパンデミック下の実態把握や情報共有を図る研究は、特に現場の視点

からも緊急的ないし短期的に求められている。しかし一方で、パンデミック下の実態を中・

長期的な視点から捉えて、公民館論の再検討や再構築を図ろうとする研究も重要である。 

本研究では後者の視点に立ち、パンデミックに向き合う公民館の実態を捉え、ポスト・

コロナ社会における公民館のあり方を描くことを目的に、複数の研究者が連携して自治体

を横断したアンケート調査を企画した。調査対象は、政令市や中核市（相当を含む）のよ

うな規模の大きい自治体のうち、小・中学校区等の市民生活に身近な範域に地区公民館を

設置している市のなかから 10 市を選定した9。調査は、2021 年 6 月より高崎市での実施を

パイロットスタディとして、先述の日本公民館学会特別プロジェクトのメンバーが連携を

図って順次実施し、2022 年 2 月までの間に完了した。調査結果を踏まえて、各市に対する

公表や連携研究者による報告書の刊行が進められているほか10、コロナが世界的な課題で

あることから国際的にも研究成果が発信されてきた11。こうしたなかで本稿は、神奈川県平

塚市の調査結果を分析対象としてまとめたものである。 

 

２２．．神神奈奈川川県県平平塚塚市市ににおおけけるるココロロナナ対対応応とと公公民民館館      

２－１．平塚市の公民館概要 

 平塚市は神奈川県中西部に位置し、首都 50 キロ圏にあたる湘南の中核都市である（総面

積 67.88 ㎢、世帯数 113,408 世帯、人口 257,382 人、2022 年 3 月現在）。教育委員会の社

会教育部には、社会教育課・中央公民館・スポーツ課・中央公民館・博物館・美術館の各

課が設置され、中央公民館の下に計 25 の地区公民館が配置されている。 

 地区公民館はほぼ小学校区単位で設置されており、正規職員の主事 1 名がすべての館に

配置されている点が特徴である。専門職採用ではないため、在任中に可能な限り社会教育
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主事講習を受講する機会が提供され、在任期間も 4－6 年程度と他部署よりやや長い。その

他の職員体制として、全館に地区公民館長 1 名（特別職非常勤）、館に応じて公民館事務員

等（非常勤）が配置されている。こうした職員体制に加えて、住民による公民館運営委員

会が各館で組織されており、それぞれ当該地区の地域諸団体の代表や活動経験者等 13 名

で構成されている。 

正規職員 1 名という「一人職場」の抱える諸課題に対応するため、東西南北を単位にし

たブロック会議やブロック共催事業の実施、月１回の全館対象主事会議が組織されている。 

 平塚市の公民館は、県下では相模原市（32 館）に次ぐ館数や12、各館への正規職員の配

置など比較的安定した運営基盤のもとで、コロナ前には年間 95 万人超の利用、1440 以上

の講座開催など、平塚市の人々の社会教育活動・地域活動の拠点として機能してきた13。 

 

２－２．新型コロナ・ウイルス感染症に対する公民館の対応と経緯 

 2020 年 1 月 15 日に確認された国内初のコロナ感染は、神奈川県内であった。その後、

平塚市では全公民館の 3月末までの事業中止を決定し（2月 26 日、後に 4 月事業も中止ま

たは延期を決定）、部屋利用（貸館）も停止した（3 月 2 日）。一方で、各館の窓口対応は

維持し、政府による緊急事態宣言の発出（4 月 7 日）以降は、平日に限定して窓口対応が

続けられた。市内での感染確認を受けて、「平塚市新型コロナ・ウイルス感染症緊急対策」

が策定されたが（4 月 22 日）、これによる公民館側の対応に変更はなかった。なお、この

「緊急対策」では、子どもが安心して過ごせる環境を作るために、「社会教育施設の資源を

活用した学習環境の提供」が位置づけられたが、ここでの公民館への言及はない（「図書館

による放課後児童クラブへの図書の貸し出しや、博物館・美術館の有する展示物等をデジ

タル化してホームページで提供し、学びの機会を提供します」）。 

 政府による緊急事態宣言中から、平塚市では公民館主催事業を再開し（5 月 15 日）、各

公民館が「集まらない事業」を考案して取り組みを進めた。緊急事態宣言の解除（5 月 25

日）後は、各公民館の土日開館の再開、開館時間の通常化（22 時まで）、部屋利用予約の再

開が順次行われた。各公民館の「集まる事業」も再開されたが（7 月 15 日）、規模の大き

い行事は中止を余儀なくされた。なお、この時期に策定された「平塚市新型コロナウイル

ス感染症総合対策」（7 月 20 日）では、「地域のつながり・絆を深める」ために「地区公民

館における『つながり』づくりの推進」として地区公民館が位置づけられている（「新たな

日常においても地域の輪(つながり)を維持するため、公民館だよりやウェブページを活用

するなどの方法により、地区公民館ごとに、密集を避けて集団でなくても開催可能な様々

な講座を展開します。」） 

 2021 年 1 月 7 日には、政府による二度目の緊急事態宣言が発出された。しかし、公民館

の対応は開館時間の短縮（20 時まで）のみで、事業の中止や延期はあっても、前回のよう

な強い利用制限は行われなかった。その後、平塚市がまん延防止等重点措置の対象になっ
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た期間（6 月 1〜21 日）を除き、開館時間は 21 時までとして運営された（3月 22 日）。 

なお、デルタ株の流行を受け、2021 年夏には神奈川県に緊急事態宣言が発出されたが（9

月 2 日）、秋にかけて国内での感染拡大は小康状態に入る。その後、オミクロン株の登場と

ともに、2022 年冬には国内で爆発的な感染拡大が経験されるのだが、本稿の調査はデルタ

株とオミクロン株の合間となる、感染が比較的落ち着いた状況下で実施されたことになる。 

 

２－３．アンケート調査概要 

「コロナ下における地区公民館の運営に関する調査」（以下、本調査）は、前述のように

日本公民館学会プロジェクトチームを母体に計画され、全国 10 市で順次実施されたもの

である。本稿では、このうち平塚市対象の調査結果に限って取り上げる14。 

平塚市での調査は、2021 年 11 月 26 日の主事会議で依頼・配付された（回答期限 12 月

3 日、配布 25 部・回収 25 部、回収率 100％）。回収率からも分かるように、比較的公的な

性格をもつ調査として認識された。回答した 25 名の主事は、男性 23 名・女性２名、公民

館勤務の経験年数は平均 3.2 年（1-6 年）である15。以下、自由記述は【】で引用する。 

 

３３．．調調査査結結果果  

３－１．コロナ下におけるオンラインでの取り組みと今後の展望 

 コロナ下で公民館が具体的に問われた課題として、オンラインへの対応がある。調査で

は、「コロナ下において、貴館ではオンラインを使用した事業を実施しましたか」という問

いに対して「実施した」６館（24%）、「実施しなかった」19 館（76%）という結果になった。 
次に、「コロナ収束後の地域を見据えたとき、地区公民館として、オンラインを使用した

事業を企画する可能性はありますか」に対する回答結果である（表１）。３割強となった積

極的（「ある」「ややあ

る」）理由としては、【会

場まで行くことが困難

な方にも同等の学習機

会の提供をすべき】【遠

方との共催、意見交換のツールとして便利】【遠方に住む方に講師をお願いできる】が挙げ

られた。他方、消極的（「あまりない」「ない」）理由として、【本地区は対応できる住民が

少ない】【中央公民館などで広い対象で企画した方がよく、地区館は地域人材を顔の見える

関係で活用したい】が挙げられた。そして、約半数を占めた「どちらともいえない」の理

由として、公民館の【インフラに不安】は少なく、むしろ、地域のニーズや需要がわから

ないためという理由が多く記述された。【有効なのかどうか、ほかの事例を参考にしたい】

という意見もあった。 
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３－２．コロナ下だからこそ実施した事業 

 他方、コロナ下での対応方法はオンラインに限られない。前述のように、平塚市では「集

まらない事業」を展開したという背景もある16。「コロナ禍において、オンラインに限らず、

コロナ禍だからこそ実施した事業はありましたか」という問いに対しては、「実施した」17

館（68%）、「実施しなかった」8 館（32%）となり、7割近い公民館が「コロナ禍だからこそ」

事業を実施したことが明らかになった。では実際に、どのような事業が実施されたのだろ

うか。回答の一部を時系列で示す（表２）。 

 

 

 

３－３．地区公民館と各機関・団体との連携の変化 

 それまで当たり前に行われていた「つどう」ことが困難になったコロナ下では、地区公

民館と機関・団体との関係も変化する。本調査では、「他の地区公民館」「中央公民館」「自

治会・地域団体」「小・中学校」の４つについて、各公民館に連携の変化の有無を尋ねた（「コ

ロナ前とコロナ禍を比較したとき、貴館では、次の各機関・団体との連携に変化はありま

したか」）。その結果は以下のとおりである（表３）。 
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４つの連携先を比較すると、「他の地

区公民館」「中央公民館」との連携につい

ては「変化はない」が多数の一方、「自治

会・地域団体」および「小・中学校（対

象区域内）」との連携は、全体として「弱

まった」傾向が見られた。以下では、こ

の２つの対象との関係変化について、そ

う判断した理由を自由記述から引用す

る。 

 「自治会・地域団体」について、連携

が「弱まった」理由として多く出された

のが、団体自体の活動休止、地域行事・イベントや共催事

業の中止により、【活動の場であった公民館の利用が少なくなった】【連携する機会が失わ

れた】【接点そのものが減少した】【関係性が薄らいでいる】ためであった。さらに、【毎年

やっていた行事ができないまま世代交代などもあった】ことも記述された。 

「小・中学校」について、連携が「弱まった」理由として、上記と同様に、【お互いの事

業への参加が見送られるなど、協力関係が築きにくくなっている】【学校行事への館長の出

席が全く無くなった】などが挙げられた。くわえて、【学校での対策強化によって、外部と

の交流が拒まれる時期があ】ったこと、【学校の運営に手一杯の状況で、公民館と関わらな

くなった（特に中学校）】という学校側の抱える状況の難しさも記述された。 

 他方、地域団体や学校との連携が「強まった」理由としては、【新しい形を一緒に考える

ことでつながりが深まった】という意見や、【小学校行事や公民館事業についての情報共有

が密になり、共催で事業を行った】という報告もあった。 

  

３－４．公民館の役割への再発見や職員の気づき 

 既述のように、事業の実施を工夫したり、機関・団体との関係変化を感じたりしながら、

地区公民館の運営を担った職員自身の思いや認識にはどのような変化があったのだろうか。

ここでは、二つの質問項目の結果を取り上げる。 

一つ目は、「コロナ禍だからこそ見えてきた『地域にとっての公民館の役割』はあります

か」という質問である。この結果は、「ある」19 館（76％）、「ない」２館（8％）、「わから

ない」４館（16％）となり、７割以上の職員がコロナ禍で公民館の役割を捉え直したこと

が明らかになった。具体的な記述として、まず、公民館の基本的機能の一つである「つど

う」ことへの再認識がある（【「つどう」の部分が特に重要な役割だと感じた】【集まって学

ぶことの大切さ】）。また、実際につどうことが難しい状況のなかでは、公民館の役割は「つ

なぐ・つながる」という表現で見出された（【地域のつながりを強くする「つなぐ」ことの
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重要性】【団体間のパイプ役】【地域、人と人とのつながりを作る】【地域の関係性をつなぐ

役割】）。さらに、つどいやつながりは自然に発生するのではなく、事業や地域行事を通じ

て公民館がつどう・つながることの意義を伝え、意図的に「働きかけ」るという点も挙げ

られた（【地域のつながりや活動についてその価値を改めて示すこと、またその実践のため

の働き掛け】【地域のつながりづくりの場の提供、活動再開のサポート】【事業を通した学

び、外出、会話等、様々な「きっかけ」づくり】）。ほかには、【どのような状況であっても、

集う、交流、交歓の場であり続ける必要性】や、【さらに生活力アップができる可能性のあ

る施設】という記述もあった。 

 二つ目は、「コロナ禍における公民館の職務を通して、何か新たな発見や気づきはありま

したか」という質問である。「あった」17 館（71％）、「なかった」２館（８％）、「わからな

い」５館（21％）という結果になり、これも７割以上の職員が新たな発見や気づきがあっ

たと回答した。具体的な内容として、まず、公民館が利用者・地域から必要とされている

ことへの自覚や再認識が示された（【公民館が学習活動を支える場所として強く求められ

ている】【地域によって公民館が支えられており、公民館と地域住民のつながりがこれまで

以上に重要】）。さらに、公民館を生活・人生の豊かさと関連づけた気づきがあった（【人と

人がつながりの良さ、大切さ、喜びが生活を豊かにする】【人のつながりが、人生を豊かに

している側面が強い】【つながることで前向きになれたり、活力になることを知りました】）。 

他方、公民館もまた社会環境の一部であり、無条件にその役割が発揮できるわけではな

いことが自覚された（【様々なルールにしばられて、無力であった】【当たり前だと思って

いたことがそうではなかった、今までは恵まれていた】【公民館は気軽に人々が集うことが

できる場所であることが大きいが、それが気軽でなくなると拠点施設としてはどうなの

か】）。その中で、自主サークルや地域団体が活動の休止や停滞を経験したのに比して、【行

政機関だからこそ継続した取組みが担保されるということ】にも気づきがあった。 

誰にとっても「正解」がわからないなかで、職員として【何が今求められているか深く

考えるようになりました】という仕事への向き合い方の変化や、危機への対応そのものを

学びと捉えた声（【コロナに振り回されることによる、モチベーションの保持や危機管理は

非常に勉強になった】）、新しい状況への対応を積極的に模索することでの気づきも記述さ

れた（【みんなで新しい形を考え、実践させることの楽しさ】【一度遠ざかった地域の結び

つきや中止となった各種事業を再開するにあたって予想以上にエネルギーが必要】【リア

ル（実際に会う）価値が高まっている】）。 

 

４４．．考考察察     

 パンデミック下では調査の前提にある社会的状況が大きく変わり続けるために、調査分

析は平常時以上の難しさを伴う。本節では、パンデミック収束後の社会における公民館の

あり方を考える上で示唆的だと考えられる二つの観点に限定して、本調査結果を考察する。 
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４－１．公民館にとってのオンライン活用 

 コロナによる社会的なインパクトの一つに、社会生活におけるオンライン活用の急速な

浸透がある。これに関わって、公民館の多くでインターネット環境が不十分というハード

面の制約があり、平塚市も例外ではない。しかしそれ以上に、オンラインは、利用者や住

民の直接的な関係形成の中で共同的に学習や活動を深めるという、公民館が追求してきた

価値そのものを問い直すインパクトをもった。平塚市において、オンライン事業の実施割

合の低さだけでなく、今後の活用可能性に対しても判断が保留された背景には、このよう

な公民館の追求してきた価値とオンラインの特性との整合性をめぐる戸惑いがあると考え

られる。 

 いうまでもなく、公民館が追求してきた対面固有の教育的価値は、今後も共有される必

要がある。しかしそれは、オンラインというツールを公民館から排除することを意味しな

い。コロナ下を経験した公民館に求められるのは、公民館事業・活動において、オンライ

ン活用がどのような意義と課題をもつのかについて、具体的な議論を始めることにある。

その論点として、本調査からは以下３点が指摘される。 

第一に、中核的な論点になるのは、さまざまな事情で来館が難しい住民への学習権保障

である。オンライン活用によって公民館が問われたのは、対面固有の教育的価値に加えて、

公民館がもっていた利用者の来館を「待つ」姿勢であり、それは物理的に「つどう」こと

が可能な住民だけを対象にしていたのではないかという反省である。オンラインを有力な

ツールの一つとして、これまで来館が難しく学習主体として想定しにくかった住民により

積極的・直接的に働きかけ、他者や地域社会につないでいく取り組みの強化が、ポストコ

ロナ社会の公民館のあり方として具体化できる。本調査でも、オンラインの可能性が「会

場までいくことが困難な方」へのアウトリーチとして記述されたが、個人化と多様化が進

む現代社会において、地域団体経由では出会えない住民層は小さくない。公民館が、「忘れ

られた人々」を繰り返し発見していくために、オンラインのもつ潜在的な力は大きい。 

第二に、ポスト・コロナ社会を生きるリテラシーの捉え直しと学習課題化である。社会

のさまざまな場面でオンライン活用が普及し定着してきたことを踏まえると、ポスト・コ

ロナ社会を見据えて、オンライン活用の習得や慣れが地域住民にどのような意義や利点を

もたらすのか認識される必要がある。本調査では、現行の利用者や地域住民の中にオンラ

イン対応へのニーズがあるのかという躊躇が示されたが、目の前のニーズ対応とは別に、

急激なオンラインの普及という社会変化を踏まえて、情報格差が関わる社会課題の深刻化

を予防するために「先手」を打つ学習課題の把握や設定が求められる。 

第三に、公民館の事業形態の多極化である。公民館の事業を実施する上で、オンライン

の活用は現実的な選択肢になりつつある。たとえば、神奈川県公民館連絡協議会の事業調

査では、「学級・講座の開催方法」として、「対面」、「オンライン」、「対面・オンライン併

用／書面」という３つの選択肢が設定されるようになった17。しかし、ここでの「オンライ
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ン」は、学級・講座の内容にも大きく影響する同期（同時双方向型）と非同期（オンデマ

ンド）が区別されておらず、「対面・オンライン併用」と「書面」が同じ選択肢にまとめら

れるなど、開催方法の整理としては不十分である。さらに、この３つ以外の選択肢は想定

されておらず、総じて、対面かオンラインかという二元的な関心を超えていない。 

このことに関わって、本調査で具体的に示されたように、平塚市では比較的早い段階で

「集まらない事業」という意図的な取り組みが組織的になされた。神奈川県公民館連絡協

議会の調査ではいずれの開催方法にも当てはまらない「集まらない事業」もまた、コロナ

下で知恵を絞って生み出された事業形態の一つであり、対面やオンラインと並置しうるも

のである。公民館の事業形態の多極化は、新しい公民館事業の構想に寄与するだけでなく、

事業形態をめぐって、対面かオンラインかという二項対立的な議論やその優劣に傾きがち

な公民館関係者の関心を相対化する上で、重要な役割を果たすだろう。 

 

４－２．公民館の社会的役割の問い直し 

パンデミックの経験は、私たちの日常をあらゆる面で問い直す契機になった。本調査で

も、職員の 7 割が公民館の役割を再考し、職員としての発見や気づきを自覚しており、そ

のこと自体が稀有な出来事であることが浮かび上がった。未だ十分には言語化されていな

いものの、コロナ下での職員の気づきは公民館論をどのように深め得るのだろうか。本調

査での記述内容を踏まえて、２点に絞って提示する。 

一つは、公民館・社会教育が担う「教育」概念の問い直しである。地区公民館は、地域

団体との関わりが深く、地域づくりや地域課題の解決の拠点として期待されることが多い。

公民館が「地域」のための施設として見なされ、一般行政を含むさまざまな立場から期待

が示されている。これに対し、平塚市では、公民館が教育機関であることは日頃から意識

されているが、今回の記述では、公民館を生活や人生の豊かさと関連づけた気づきが見ら

れた（【人と人がつながりの良さ、大切さ、喜びが生活を豊かにする】【人のつながりが、

人生を豊かにしている側面が強い】【つながることで前向きになれたり、活力になることを

知りました】）。すなわち、公民館による事業や活動を通じて、地域に暮らす人々の生活や

それぞれの人生の豊かさが創造されていたという点が、コロナ下での経験によって職員に

自覚され、実感を伴って理解されたのである。このような自覚が他地域の公民館職員と共

有・共感されるのであれば、コロナ下での経験は、地域活性化や住民自治基盤に集約され

ない、公民館が担う「教育」の広範な意味内容について、改めて言語化され共通理解を深

める契機になりうる。 

もう一つは、公民館という施設のもつ公共性の問い直しである。平塚市の調査では、さ

まざまな制約の中で公民館は【無力であった】と実感された一方で、【行政機関だからこそ

継続した取組みが担保される】という強みも発見された。教育委員会の管轄下であっても、

公民館は行政が設置する公共施設である。そして、「不要不急」とされる社会的活動が大き
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く制約された中で、公共施設は一律に同じ扱いであったわけではない。そうであるならば、

議論の対象をはじめから公民館・社会教育施設に限定する必然性はない。たとえば、同一

自治体内の公共施設の一つに公民館を位置づけて、各公共施設のコロナ対応について把握

し分類することで、公民館の特徴や他施設との差異を検討したり、地域主体で運営される

自治公民館・コミュニティ施設の対応と条例公民館の対応を比較するなど、公共性をもつ

施設を対象とした実証研究が可能である。このような広い視野からの検討を通じて、さま

ざまな「地域生活施設」18の中で、公民館の公共施設としての特徴や強みを明らかにするこ

とは、公民館が担いうる公共性の内実を深める上で有益な方法の一つとなるだろう。 

  

おおわわりりにに    

本稿では、パンデミック下で実施した神奈川県平塚市の地区公民館への調査に基づき、

ポスト・コロナ社会における公民館の展望を検討してきた。公民館は、オンラインという

ツールを鏡にして、地域における役割の本質や事業の企画立案にあたっての原点を再確認

する機会を得ていた。特に小・中学校の通学区域のような比較的小さな地域を対象とする

地区公民館にとって、オンラインというツールとどのように向き合っていくかは、対象区

域のコミュニティや社会関係のあり方を考えていくうえで鍵を握るだろう。 

本研究の調査では、自由記述への回答を通して、公民館の職員が表現した言葉を数多く

集めることができた。これらの言葉のなかには、パンデミック下という制限を受けた状況

と時期であったからこそ表現されたものも多い。コロナ収束後は、パンデミック下の公民

館で何が起きていたかということ以上に、パンデミックを通して公民館がどのように変わ

ろうとしていたのかを明らかにすることが求められるだろう。内田が「公民館の現場が今

回直面した事態は、良くも悪くも公民館の歴史に残ると思われる」19と述べるとおり、公民

館の長い歴史において、今回のパンデミックはどのように位置づけられていくのか。厳し

い制限と負荷を経験した各地の公民館は、これから何を守り続けて、どのように生まれ変

わるのか。それらの兆しを捉えて、公民館の不易と流行を把握することが研究として重要

である。 

さらにこの問いは、市民一人ひとりのなかで、コロナ禍とは何だったのかを意味づけて

いく学びと重なる。それゆえ、コロナ禍にある各地の公民館には、パンデミックからの出

口を市民とともに探りながら、これからの生活や社会のあり方をともに考えて創り出して

いくような事業の展開が求められているといえよう。 
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【
資
料
】

令
和

4
年

1
月

17
日
 
報
告
版
 

【
平
塚
市
】
コ
ロ
ナ
下
に
お
け
る
地
区
公
民
館
の
運
営
に
関
す
る
研
究
 

（
集
計
結
果
）
  

＊
全
回
答
を
掲
載
し
た
（
た
だ
し
、
地
区
名
・
館
名
は
原
則
と
し
て
削
除
し
た
）
。

 

＊
割
合
は
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
は
必
ず
し
も

10
0%
と
は
限
ら
な
い
。
 

１
．
コ
ロ
ナ
下
に
お
け
る
職
務
の
大
変
さ
（
調
査
票
Q2
）
 

²
 

あ
っ
た

13
館
（
54
%）

 や
や
あ
っ
た

6
館
（
25
%）

 ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
３
館
（
13
%）

あ
ま
り
な
か
っ
た

1
館
（
4%
）
 な

か
っ
た
１
館
（
4%
）

l
 

コ
ロ
ナ
禍
初
期
、
館
の
利
用
制
限
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
。

l
 

当
初
の
時
期
に
対
応
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
迷
っ
た
。

l
 

企
画
す
る
事
業
が
予
定
通
り
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
施
設
管
理
面
で
大
変
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

l
 

感
染
状
況
に
よ
る
急
な
対
応
（
事
業
中
止
と
中
止
連
絡
等
）。

l
 

公
民
館
事
業
の
急
な
中
止
対
応
。

l
 

状
況
が
日
々
変
化
す
る
が
、
決
定
が
遅
く
利
用
者
へ
の
説
明
が
遅
れ
る
。

l
 

コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
り
、
計
画
し
て
い
た
も
の
が
中
止
に
な
っ
た
り
、
実
施
し
よ
う
に
も
対
策
に
気

を
遣
っ
た
り
し
た
。

l
 

イ
ベ
ン
ト
時
感
染
症
対
策
や
人
数
把
握
、
実
施
の
有
無
の
判
断
。

l
 

大
き
な
事
業
の
実
施
ま
た
は
中
止
の
検
討
、
判
断
を
す
る
と
き
。

l
 

準
備
し
た
事
業
の
中
止
や
、
開
館
時
間
の
変
更
に
伴
う
関
係
機
関
、
団
体
へ
の
連
絡
調
整
が
大
変
だ

っ
た
。

l
 

事
業
開
催
や
施
設
利
用
に
関
し
て
、
そ
の
時
の
感
染
症
の
状
況
に
即
し
て
地
域
の
方
の
理
解
を
得
な

が
ら
対
応
を
検
討
・
決
定
し
て
い
く
の
が
大
変
で
し
た
。

l
 

例
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
か
判
断
し
、
通
知
す
る
こ
と
が
大
変
。

l
 

年
間
の
大
き
な
行
事
予
定
が
組
め
な
い
点
。

l
 

常
に
コ
ロ
ナ
の
こ
と
を
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

l
 

感
染
状
況
に
合
わ
せ
た
形
を
何
パ
タ
ー
ン
も
作
る
必
要
が
あ
る
点
。

l
 

コ
ロ
ナ
の
拡
大
・
縮
小
に
よ
り
施
設
利
用
・
事
業
実
施
が
不
安
定
で
あ
っ
た
（
あ
る
）
こ
と
、
ま
た

地
域
活
動
が
著
し
く
停
滞
し
た
こ
と
。

l
 

毎
年
決
ま
っ
て
開
催
し
て
い
た
行
事
が
コ
ロ
ナ
で
中
止
に
な
り
、
事
務
は
少
な
か
っ
た
が
そ
の
中
で

で
き
る
こ
と
を
探
す
の
が
大
変
だ
っ
た
。

l
 

令
和

2
年

6
月
頃
か
ら
休
止
し
て
い
た
貸
館
業
務
を
再
開
す
る
に
あ
た
り
、
公
民
館
で
の
除
菌
作
用

や
利
用
団
体
の
活
動
に
お
け
る
注
意
喚
起
等
の
対
応
に
苦
慮
し
た
（
消
毒
液
の
確
保
や
除
菌
溶
剤
の

有
効
性
、
職
員
へ
の
周
知
、
利
用
団
体
へ
の
周
知
徹
底
等
）。

l
 

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
同
時
に
配
属
に
な
っ
た
た
め
、
平
時
と
比
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

l
 

配
属

1
年
目
の
た
め
、
平
時
が
わ
か
ら
な
い
。

２
．
コ
ロ
ナ
下
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
取
り
組
み
（
調
査
票
Q3
-1
）

²
 

実
施
し
た
 
6
館
（
24
%）

 実
施
し
な
か
っ
た
 
19

館
（
76
%）

＊
時
期
順
で
掲
載
 

事
業
名
 

時
期
 

ツ
ー
ル

実
施
目
的
 

熱
中
症
予
防

講
座
 

R2
.8
 

Te
am
s 

①
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
手
法
の
実
践
と
地
域
団
体

へ
の
共
有
 
②
市
外
講
師
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
招
く
こ
と
に

よ
る
リ
ス
ク
軽
減
 

家
族
を
守
る

防
災
術
 

R2
.1
0 

zo
om
 

講
師
の
負
担
軽
減
 

熱
中
症
予
防

講
座
 

R3
.7
 

Te
am
s 

講
師
（
大
塚
製
薬
）
が
会
場
（
公
民
館
）
に
派
遣
で
き
な

い
た
め
、
講
師
と
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
げ
た
。
 

先
生
は
東
海

大
生
！
お
う

ち
de

ト
ラ
イ

★
サ
イ
エ
ン

ス
Tu
be

R3
.8
 

Yo
uT
ub
e 

市
内
の
東
ブ
ロ
ッ
ク
公
民
館

7
館
の
共
催
。
感
染
症
の
状

況
が
定
ま
ら
ず
、
事
業
を
開
催
で
き
る
か
企
画
時
点
で
不

透
明
な
こ
と
と
、
講
師
の
大
学
生
に
つ
い
て
も
大
学
側
の

感
染
症
対
策
の
た
め
の
制
限
に
よ
り
通
常
事
業
の
開
催
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
中
で
も
夏
休
み
と
い
う
時
期

に
子
ど
も
た
ち
に
学
び
の
機
会
を
得
て
も
ら
う
た
め
オ
ン

ラ
イ
ン
事
業
を
開
催
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
夏
休
み
と
い
う
時
期
に
、
自
宅
で
も
楽
し

く
学
べ
る
機
会
と
し
て
自
宅
で
で
き
る
科
学
実
験
教
室
を

行
っ
た
。
家
庭
で
科
学
や
も
の
づ
く
り
の
学
習
を
通
し

て
、
子
ど
も
の
学
習
意
欲
の
向
上
、
探
求
心
の
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
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３
．
コ
ロ
ナ
下
だ
か
ら
こ
そ
実
施
し
た
事
業
（
調
査
票
Q3
-2
）

²
 

実
施
し
た
 
17

館
（
68
%）

 
実
施
し
な
か
っ
た
 
8
館
（
32
%）

＊
時
期
順
で
掲
載
 

事
業
名
 

時
期
 

対
象
 

実
施
理
由
 

な
で
散
歩
 

R2
.7
 

シ
ニ
ア
学
級

（
60
歳
以
上
）
 

外
で
出
来
る
事
業
 

私
の
作
品
紹
介
し
ま

す
。
 

R2
.7
 

八
幡
公
民
館
活

動
サ
ー
ク
ル
 

コ
ロ
ナ
禍
で
発
表
の
機
会
が
減
っ
て
い
る
の

で
、
公
民
館
だ
よ
り
で
作
品
を
掲
載
し
活
動
成

果
を
発
表
す
る
 

親
子
で
育
て
よ
う
！

夏
が
旬
の
バ
ジ
ル
 

R2
.7
 

地
域
の
親
子
 

感
染
症
対
策
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
お
う
ち
時
間

が
長
引
い
て
い
た
状
況
下
で
、
そ
の
よ
う
な
中

だ
か
ら
こ
そ
家
庭
で
公
民
館
に
集
ま
ら
な
く
て

も
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
、
家

庭
教
育
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
企
画
し
た
。
 

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な

未
来
の
自
分
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ

R2
.9
 

小
中
学
生
、
地

域
住
民
 

コ
ロ
ナ
後
の
目
標
を
考
え
て
も
ら
い
、
自
粛
期

間
中
の
励
み
と
し
て
も
ら
う
。
 

み
ん
な
で
作
る
 折

り
紙
DE
ア
ー
ト

（
中
原
公
民
館
主

催
）
 

R2
.1
0 

地
区
に
お
住
い

の
60
歳
以
上
の

方
 

外
出
自
粛
で
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
あ
る

中
で
、
自
宅
で
気
楽
に
作
れ
る
折
り
紙
を
集
め

て
虹
を
作
り
、
作
品
を
通
じ
て
人
と
の
つ
な
が

り
を
実
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
企
画
し

た
。
 

感
染
症
予
防
講
座
 

R2
.1
1 

地
区
在
住

60
歳

以
上
 

感
染
防
止
対
策
を
学
ぶ
た
め
。
 

親
子
理
科
実
験
・
校

内
見
学
in
土
沢
中
 

R2
.1
1 

地
域
内
の
小
学

生
と
そ
の
保
護

者
 

・
地
域
と
中
学
校
の
関
り
が
皆
無
に
な
っ
て
い

た
た
め
、
（
例
年
は
地
域
行
事
に
中
学
生
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
）

・
講
師
、
会
場
を
地
域
内
で
完
結
さ
せ
た
方
が

感
染
防
止
に
つ
な
が
る
た
め
。
 

松
原
公
民
館
創
立

60
周
年
記
念
事
業
 

公
民
館
運
営
要

員
、
地
域
住
民
 

全
て
中
止
と
な
り
、
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た

時
、
記
念
誌
だ
け
で
も
と
い
う
こ
と
で
 

ふ
る
さ
と
土
屋
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
魅
力
ア
ッ

プ
事
業
 

R2
∼3

年
 

土
屋
地
区
に
関

す
る
方
（
住

民
・
団
体
・
施

設
・
学
校
等
）
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
地
域
の
つ
な
が
り
作
り

の
場
を
つ
く
る
た
め
 

崇
善
か
る
た
～
今
年

は
ぬ
り
絵
で
地
域
の

魅
力
を
再
発
見
～
 

R3
.1
 

崇
善
地
区
に
住

む
方
 

例
年
の
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
る
事
業

を
止
め
ず
に
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
た

め
、
形
を
変
え
て
実
施
し
た
。
 

写
真
教
室
 

R3
.6
 

地
域
住
民
 

人
が
集
ま
ら
な
い
場
所
で
自
ら
が
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
と
感
じ
た
た
め
。
 

七
夕
か
ざ
り
作
成
事

業
 

R3
.7
 

公
民
館
地
域
の

住
民
 

七
夕
ま
つ
り
が
連
続
で
中
止
と
な
り
、
そ
の
代

替
と
し
て
少
し
で
も
七
夕
ま
つ
り
気
分
を
味
わ

っ
て
も
ら
う
た
め
 

先
生
は
東
海
大
生
！

お
う
ち
de

ト
ラ
イ

☆
サ
イ
エ
ン
ス

Tu
be
 

R3
.7
∼9
 

小
学
生
と
そ
の

親
（
保
護
者
）
 

集
ま
っ
て
の
学
習
で
は
な
く
、
Yo
uT
ub
e
を
活

用
し
、
動
画
配
信
に
よ
る
科
学
実
験
へ
の
取
り

組
み
を
促
し
た
。
(Y
ou
Tu
be

作
成
は
東
海
大

学
生
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）
 

豊
田
地
区
ア
マ
ビ
エ

ぬ
り
え
展
覧
会
 

R3
.8
 

地
区
内
の
幅
広

い
世
代
の
方
 

中
学
生
が
作
成
し
た
原
画
を
塗
り
絵
の
形
に

し
、
広
く
配
布
。
こ
れ
を
集
め
て
美
術
館
に
展

示
。
こ
れ
ら
に
よ
り
地
域
の
輪
を
感
じ
る
機
会

と
し
た
。
 

学
ん
で
い
か
そ
う
！

感
染
症
対
策
講
座
 

R3
.1
1 

地
区
内
の
住
民
 
生
活
の
中
や
公
民
館
利
用
、
地
域
行
事
の
際
に

適
切
な
感
染
症
対
策
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た

め
。
 

市
民
体
育
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
横
内
地
区

大
会
 

R3
.1
1 

横
内
地
区
在

住
、
在
勤
 

横
内
地
区
を
一
周
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
し
、

地
域
の
史
跡
や
伝
承
を
学
ぶ
機
会
と
し
た
。
 

お
家
に
咲
か
せ
よ
う

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

R3
.1
1 

学
区
内
在
住
者
 

コ
ロ
ナ
収
束
の
願
い
を
込
め
、
お
花
で
地
域
を

明
る
く
す
る
。
 

４
．
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
可
能
性
（
調
査
票
Q3
-3
）
 

²
 

あ
る
１
館
（
4%
）
 や

や
あ
る
8
館
（
32
%）

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

12
館
（
48
%）

あ
ま
り
な
い
３
館
（
12
%）

 
な
い
１
館
（
4%
）
 

１
）
「
あ
る
」
「
や
や
あ
る
」
の
理
由

l
 
社
会
全
体
で
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
み
、
公
民
館
と
し
て
も
受
講
者
と
し
て
も
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
っ

て
い
る
。
安
心
し
て
受
講
で
き
る
点
も
あ
り
、
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

l
 

コ
ロ
ナ
を
契
機
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
為
。

l
 
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
形
に
と
ら
わ
れ
な
い
事
業
に
つ
い
て
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
た
め
。

l
 
今
後
も
以
前
の
よ
う
に
集
ま
る
事
業
の
実
施
が
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
と
感
じ
た
為
。

l
 
普
段
な
か
な
か
会
え
な
い
距
離
に
住
ん
で
い
る
方
と
つ
な
が
る
事
が
で
き
る
。

l
 
会
場
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
に
も
、
同
等
の
学
習
機
会
の
提
供
を
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
た

め
。

l
 
遠
方
と
の
共
催
、
意
見
交
換
の
ツ
ー
ル
と
し
て
便
利
で
あ
る
た
め
。

l
 
遠
方
に
住
む
方
に
講
師
を
お
願
い
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

l
 
一
日
大
学
生
、
他
地
域
と
の
交
流
等
。

２
）
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
の
理
由

l
 

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
よ
る
。
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
に
よ
る
。

l
 

や
っ
て
み
た
い
が
、
高
齢
者
の
多
い
地
域
な
の
で
ど
ん
な
内
容
な
ら
参
加
者
が
多
く
な
る
か
検
討

中
。

l
 

有
効
な
の
か
ど
う
か
、
ほ
か
の
事
例
を
参
考
に
し
た
い
。

l
 

公
民
館
の
イ
ン
フ
ラ
に
不
安
が
あ
る
。
少
人
数
で
あ
っ
て
も
リ
ア
ル
の
つ
な
が
り
に
よ
る
喜
び
が
大

き
い
と
感
じ
る
た
め
。

l
 
オ
ン
ラ
イ
ン
で
な
く
、
対
面
で
の
講
座
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
想
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
が
、
ど
の
程

度
需
要
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

l
 

人
が
集
う
場
所
が
公
民
館
で
あ
り
、
そ
れ
を
望
む
声
も
あ
っ
た
た
め
。

３
）
「
あ
ま
り
な
い
」
「
な
い
」
の
理
由

l
 
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
。

l
 

平
塚
市
に
は

25
の
公
民
館
が
あ
り
、
地
域
性
を
重
ん
じ
て
い
る
の
で
、
本
地
区
は
対
応
で
き
る
住

民
が
少
な
い
。

l
 
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
れ
ば
地
区
公
民
館
よ
り
中
央
公
民
館
な
ど
で
広
い
対
象
で
企
画
し
た
方
が
よ
く
、

地
区
館
は
地
域
人
材
を
顔
の
見
え
る
関
係
で
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

l
 

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
え
、
公
民
館
運
営
委
員
（
自
治
会
・
地
域
団
体
）
か
ら
実
施
の
希
望
が
な
い
た
め
。

５
．
公
民
館
と
次
の
各
機
関
・
団
体
と
の
連
携
の
変
化
（
調
査
票
Q４
全
体
の
集
計
結
果
）
 

（
略
・
本
文
参
照
）
 

６
．
他
の
地
区
公
民
館
と
の
連
携
（
調
査
票
Q4
-1
）
 

１
）
「
強
ま
っ
た
」
「
や
や
強
ま
っ
た
」
の
記
述

l
 
前
述
し
た
実
施
事
業
が
ブ
ロ
ッ
ク
共
催
事
業
で
あ
る
よ
う
に
、
連
携
が
実
現
に
と
っ
て
必
要
で
し

た
。

l
 

事
業
で
共
催
を
す
る
回
数
が
増
え
た
。

l
 
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
が
活
発
に
な
り
、
連
携
は
強
ま
っ
た
と
感
じ
る

２
）
「
変
化
は
な
か
っ
た
」
の
記
述

l
 
強
ま
っ
た
部
分
＝
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
や
り
と
り
等
、
新
し
い
手
法
の
共
有
、
弱
ま
っ
た
部
分
＝
既
存

の
事
業
や
企
業
で
の
連
携
全
て
。

３
）
「
や
や
弱
ま
っ
た
」
「
弱
ま
っ
た
」
の
記
述

l
 

団
体
自
体
も
活
動
を
し
な
い
時
期
が
あ
り
、
連
携
は
や
や
弱
ま
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

l
 

例
年
実
施
し
て
い
る
共
催
事
業
が
中
止
と
な
り
、
関
わ
る
機
会
が
減
っ
た
。

l
 
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の
事
業
が
減
っ
た
（
定
員
の
課
題
な
ど
で
）
。

l
 

活
動
が
減
っ
た
。

４
）
「
わ
か
ら
な
い
」
の
記
述

l
 

配
属

1
年
未
満
の
た
め
コ
ロ
ナ
前
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。

７
．
中
央
公
民
館
と
の
連
携
（
調
査
票
Q4
-2
）
 

１
）
「
強
ま
っ
た
」
「
や
や
強
ま
っ
た
」
の
記
述

l
 
集
ま
ら
な
い
事
業
な
ど
コ
ロ
ナ
対
応
の
打
合
せ
を
多
く
も
っ
た
。

２
）
「
や
や
弱
ま
っ
た
」
「
弱
ま
っ
た
」
の
記
述

l
 

月
1
回
の
主
事
会
議
の
中
止
（
書
面
開
催
）。

３
）
「
わ
か
ら
な
い
」
の
記
述

l
 

配
属

1
年
未
満
の
た
め
コ
ロ
ナ
前
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。

８
．
自
治
会
・
地
域
団
体
と
の
連
携
（
調
査
票
Q4
-3
）
 

１
）
「
強
ま
っ
た
」
「
や
や
強
ま
っ
た
」
の
記
述

l
 
新
し
い
形
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
で
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
た
。

２
）
「
変
化
は
な
か
っ
た
」
の
記
述



－31－

３
．
コ
ロ
ナ
下
だ
か
ら
こ
そ
実
施
し
た
事
業
（
調
査
票
Q3
-2
）

²
 

実
施
し
た
 
17

館
（
68
%）

 
実
施
し
な
か
っ
た
 
8
館
（
32
%）

＊
時
期
順
で
掲
載
 

事
業
名
 

時
期
 

対
象
 

実
施
理
由
 

な
で
散
歩
 

R2
.7
 

シ
ニ
ア
学
級

（
60
歳
以
上
）
 

外
で
出
来
る
事
業
 

私
の
作
品
紹
介
し
ま

す
。
 

R2
.7
 

八
幡
公
民
館
活

動
サ
ー
ク
ル
 

コ
ロ
ナ
禍
で
発
表
の
機
会
が
減
っ
て
い
る
の

で
、
公
民
館
だ
よ
り
で
作
品
を
掲
載
し
活
動
成

果
を
発
表
す
る
 

親
子
で
育
て
よ
う
！

夏
が
旬
の
バ
ジ
ル
 

R2
.7
 

地
域
の
親
子
 

感
染
症
対
策
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
お
う
ち
時
間

が
長
引
い
て
い
た
状
況
下
で
、
そ
の
よ
う
な
中

だ
か
ら
こ
そ
家
庭
で
公
民
館
に
集
ま
ら
な
く
て

も
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
、
家

庭
教
育
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
企
画
し
た
。
 

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な

未
来
の
自
分
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ

R2
.9
 

小
中
学
生
、
地

域
住
民
 

コ
ロ
ナ
後
の
目
標
を
考
え
て
も
ら
い
、
自
粛
期

間
中
の
励
み
と
し
て
も
ら
う
。
 

み
ん
な
で
作
る
 折

り
紙
DE
ア
ー
ト

（
中
原
公
民
館
主

催
）
 

R2
.1
0 

地
区
に
お
住
い

の
60
歳
以
上
の

方
 

外
出
自
粛
で
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
あ
る

中
で
、
自
宅
で
気
楽
に
作
れ
る
折
り
紙
を
集
め

て
虹
を
作
り
、
作
品
を
通
じ
て
人
と
の
つ
な
が

り
を
実
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
企
画
し

た
。
 

感
染
症
予
防
講
座
 

R2
.1
1 

地
区
在
住

60
歳

以
上
 

感
染
防
止
対
策
を
学
ぶ
た
め
。
 

親
子
理
科
実
験
・
校

内
見
学
in
土
沢
中
 

R2
.1
1 

地
域
内
の
小
学

生
と
そ
の
保
護

者
 

・
地
域
と
中
学
校
の
関
り
が
皆
無
に
な
っ
て
い

た
た
め
、
（
例
年
は
地
域
行
事
に
中
学
生
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
）

・
講
師
、
会
場
を
地
域
内
で
完
結
さ
せ
た
方
が

感
染
防
止
に
つ
な
が
る
た
め
。
 

松
原
公
民
館
創
立

60
周
年
記
念
事
業
 

公
民
館
運
営
要

員
、
地
域
住
民
 

全
て
中
止
と
な
り
、
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た

時
、
記
念
誌
だ
け
で
も
と
い
う
こ
と
で
 

ふ
る
さ
と
土
屋
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
魅
力
ア
ッ

プ
事
業
 

R2
∼3

年
 

土
屋
地
区
に
関

す
る
方
（
住

民
・
団
体
・
施

設
・
学
校
等
）
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
地
域
の
つ
な
が
り
作
り

の
場
を
つ
く
る
た
め
 

崇
善
か
る
た
～
今
年

は
ぬ
り
絵
で
地
域
の

魅
力
を
再
発
見
～
 

R3
.1
 

崇
善
地
区
に
住

む
方
 

例
年
の
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
る
事
業

を
止
め
ず
に
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
た

め
、
形
を
変
え
て
実
施
し
た
。
 

写
真
教
室
 

R3
.6
 

地
域
住
民
 

人
が
集
ま
ら
な
い
場
所
で
自
ら
が
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
と
感
じ
た
た
め
。
 

七
夕
か
ざ
り
作
成
事

業
 

R3
.7
 

公
民
館
地
域
の

住
民
 

七
夕
ま
つ
り
が
連
続
で
中
止
と
な
り
、
そ
の
代

替
と
し
て
少
し
で
も
七
夕
ま
つ
り
気
分
を
味
わ

っ
て
も
ら
う
た
め
 

先
生
は
東
海
大
生
！

お
う
ち
de

ト
ラ
イ

☆
サ
イ
エ
ン
ス

Tu
be
 

R3
.7
∼9
 

小
学
生
と
そ
の

親
（
保
護
者
）
 

集
ま
っ
て
の
学
習
で
は
な
く
、
Yo
uT
ub
e
を
活

用
し
、
動
画
配
信
に
よ
る
科
学
実
験
へ
の
取
り

組
み
を
促
し
た
。
(Y
ou
Tu
be

作
成
は
東
海
大

学
生
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）
 

豊
田
地
区
ア
マ
ビ
エ

ぬ
り
え
展
覧
会
 

R3
.8
 

地
区
内
の
幅
広

い
世
代
の
方
 

中
学
生
が
作
成
し
た
原
画
を
塗
り
絵
の
形
に

し
、
広
く
配
布
。
こ
れ
を
集
め
て
美
術
館
に
展

示
。
こ
れ
ら
に
よ
り
地
域
の
輪
を
感
じ
る
機
会

と
し
た
。
 

学
ん
で
い
か
そ
う
！

感
染
症
対
策
講
座
 

R3
.1
1 

地
区
内
の
住
民
 
生
活
の
中
や
公
民
館
利
用
、
地
域
行
事
の
際
に

適
切
な
感
染
症
対
策
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た

め
。
 

市
民
体
育
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
横
内
地
区

大
会
 

R3
.1
1 

横
内
地
区
在

住
、
在
勤
 

横
内
地
区
を
一
周
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
し
、

地
域
の
史
跡
や
伝
承
を
学
ぶ
機
会
と
し
た
。
 

お
家
に
咲
か
せ
よ
う

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

R3
.1
1 

学
区
内
在
住
者
 

コ
ロ
ナ
収
束
の
願
い
を
込
め
、
お
花
で
地
域
を

明
る
く
す
る
。
 

４
．
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
可
能
性
（
調
査
票
Q3
-3
）
 

²
 

あ
る
１
館
（
4%
）
 や

や
あ
る
8
館
（
32
%）

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

12
館
（
48
%）

あ
ま
り
な
い
３
館
（
12
%）

 
な
い
１
館
（
4%
）
 

１
）
「
あ
る
」
「
や
や
あ
る
」
の
理
由

l
 
社
会
全
体
で
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
み
、
公
民
館
と
し
て
も
受
講
者
と
し
て
も
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
っ

て
い
る
。
安
心
し
て
受
講
で
き
る
点
も
あ
り
、
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

l
 

コ
ロ
ナ
を
契
機
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
為
。

l
 
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
形
に
と
ら
わ
れ
な
い
事
業
に
つ
い
て
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
た
め
。

l
 
今
後
も
以
前
の
よ
う
に
集
ま
る
事
業
の
実
施
が
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
と
感
じ
た
為
。

l
 
普
段
な
か
な
か
会
え
な
い
距
離
に
住
ん
で
い
る
方
と
つ
な
が
る
事
が
で
き
る
。

l
 
会
場
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
に
も
、
同
等
の
学
習
機
会
の
提
供
を
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
た

め
。

l
 
遠
方
と
の
共
催
、
意
見
交
換
の
ツ
ー
ル
と
し
て
便
利
で
あ
る
た
め
。

l
 
遠
方
に
住
む
方
に
講
師
を
お
願
い
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

l
 
一
日
大
学
生
、
他
地
域
と
の
交
流
等
。

２
）
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
の
理
由

l
 

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
よ
る
。
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
に
よ
る
。

l
 

や
っ
て
み
た
い
が
、
高
齢
者
の
多
い
地
域
な
の
で
ど
ん
な
内
容
な
ら
参
加
者
が
多
く
な
る
か
検
討

中
。

l
 

有
効
な
の
か
ど
う
か
、
ほ
か
の
事
例
を
参
考
に
し
た
い
。

l
 

公
民
館
の
イ
ン
フ
ラ
に
不
安
が
あ
る
。
少
人
数
で
あ
っ
て
も
リ
ア
ル
の
つ
な
が
り
に
よ
る
喜
び
が
大

き
い
と
感
じ
る
た
め
。

l
 
オ
ン
ラ
イ
ン
で
な
く
、
対
面
で
の
講
座
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
想
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
が
、
ど
の
程

度
需
要
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

l
 

人
が
集
う
場
所
が
公
民
館
で
あ
り
、
そ
れ
を
望
む
声
も
あ
っ
た
た
め
。

３
）
「
あ
ま
り
な
い
」
「
な
い
」
の
理
由

l
 
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
。

l
 

平
塚
市
に
は

25
の
公
民
館
が
あ
り
、
地
域
性
を
重
ん
じ
て
い
る
の
で
、
本
地
区
は
対
応
で
き
る
住

民
が
少
な
い
。

l
 
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
れ
ば
地
区
公
民
館
よ
り
中
央
公
民
館
な
ど
で
広
い
対
象
で
企
画
し
た
方
が
よ
く
、

地
区
館
は
地
域
人
材
を
顔
の
見
え
る
関
係
で
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

l
 

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
え
、
公
民
館
運
営
委
員
（
自
治
会
・
地
域
団
体
）
か
ら
実
施
の
希
望
が
な
い
た
め
。

５
．
公
民
館
と
次
の
各
機
関
・
団
体
と
の
連
携
の
変
化
（
調
査
票
Q４
全
体
の
集
計
結
果
）
 

（
略
・
本
文
参
照
）
 

６
．
他
の
地
区
公
民
館
と
の
連
携
（
調
査
票
Q4
-1
）
 

１
）
「
強
ま
っ
た
」
「
や
や
強
ま
っ
た
」
の
記
述

l
 
前
述
し
た
実
施
事
業
が
ブ
ロ
ッ
ク
共
催
事
業
で
あ
る
よ
う
に
、
連
携
が
実
現
に
と
っ
て
必
要
で
し

た
。

l
 

事
業
で
共
催
を
す
る
回
数
が
増
え
た
。

l
 
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
が
活
発
に
な
り
、
連
携
は
強
ま
っ
た
と
感
じ
る

２
）
「
変
化
は
な
か
っ
た
」
の
記
述

l
 
強
ま
っ
た
部
分
＝
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
や
り
と
り
等
、
新
し
い
手
法
の
共
有
、
弱
ま
っ
た
部
分
＝
既
存

の
事
業
や
企
業
で
の
連
携
全
て
。

３
）
「
や
や
弱
ま
っ
た
」
「
弱
ま
っ
た
」
の
記
述

l
 

団
体
自
体
も
活
動
を
し
な
い
時
期
が
あ
り
、
連
携
は
や
や
弱
ま
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

l
 

例
年
実
施
し
て
い
る
共
催
事
業
が
中
止
と
な
り
、
関
わ
る
機
会
が
減
っ
た
。

l
 
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の
事
業
が
減
っ
た
（
定
員
の
課
題
な
ど
で
）
。

l
 

活
動
が
減
っ
た
。

４
）
「
わ
か
ら
な
い
」
の
記
述

l
 

配
属

1
年
未
満
の
た
め
コ
ロ
ナ
前
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。

７
．
中
央
公
民
館
と
の
連
携
（
調
査
票
Q4
-2
）
 

１
）
「
強
ま
っ
た
」
「
や
や
強
ま
っ
た
」
の
記
述

l
 
集
ま
ら
な
い
事
業
な
ど
コ
ロ
ナ
対
応
の
打
合
せ
を
多
く
も
っ
た
。

２
）
「
や
や
弱
ま
っ
た
」
「
弱
ま
っ
た
」
の
記
述

l
 

月
1
回
の
主
事
会
議
の
中
止
（
書
面
開
催
）。

３
）
「
わ
か
ら
な
い
」
の
記
述

l
 

配
属

1
年
未
満
の
た
め
コ
ロ
ナ
前
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。

８
．
自
治
会
・
地
域
団
体
と
の
連
携
（
調
査
票
Q4
-3
）
 

１
）
「
強
ま
っ
た
」
「
や
や
強
ま
っ
た
」
の
記
述

l
 
新
し
い
形
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
で
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
た
。

２
）
「
変
化
は
な
か
っ
た
」
の
記
述
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l
 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
連
携
の
強
さ
に
変
化
は
な
い
。

３
）
「
や
や
弱
ま
っ
た
」
「
弱
ま
っ
た
」
の
記
述

l
 

団
体
自
体
も
活
動
を
し
な
い
時
期
が
あ
り
、
連
携
は
や
や
弱
ま
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

l
 

地
域
行
事
が
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
交
流
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

l
 

地
域
団
体
に
協
力
依
頼
す
る
事
業
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
。

l
 

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
に
よ
る
交
流
の
減
少

l
 

連
携
し
て
い
た
事
業
の
中
止
が
続
き
、
連
携
す
る
機
会
が
失
わ
れ
た
。

l
 

地
区
レ
ク
と
い
っ
た
共
同
事
業
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
関
係
性
が
薄
ら
い
で
い
る
気
が
し

ま
す
。

l
 

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止
と
な
り
、
活
動
の
場
で
あ
っ
た
公
民
館
の
利
用
が
少
な
く
な
っ
た
。

l
 

公
民
館
事
業
、
地
域
団
体
の
活
動
の
殆
ど
が
停
滞
し
た
こ
と
に
よ
り
接
点
そ
の
も
の
が
減
少
し
た
。

l
 
共
催
事
業
の
中
止
。

l
 

地
域
イ
ベ
ン
ト
が
ほ
ぼ
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。

l
 

毎
年
や
っ
て
い
た
行
事
が
で
き
な
い
ま
ま
世
代
交
代
な
ど
も
あ
っ
た
の
で
弱
ま
っ
た
の
で
は
。

l
 

例
年
実
施
し
て
い
る
共
催
事
業
が
中
止
と
な
り
、
関
わ
る
機
会
が
減
っ
た
。

４
）
「
わ
か
ら
な
い
」
の
記
述

l
 

配
属

1
年
未
満
の
た
め
コ
ロ
ナ
前
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。

９
．
小
・
中
学
校
と
の
連
携
（
調
査
票
Q4
-4
）
 

１
）
「
強
ま
っ
た
」
「
や
や
強
ま
っ
た
」
の
記
述

l
 

小
学
校
行
事
や
公
民
館
事
業
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
が
密
に
な
り
、
共
催
で
事
業
を
行
っ
た
。

l
 
新
し
い
形
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
で
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
た
が
、
運
動
会
や
卒
業
式
に
参
加
で
き
な

く
な
っ
た
。

２
）
「
や
や
弱
ま
っ
た
」
「
弱
ま
っ
た
」
の
記
述

l
 
学
校
で
の
対
策
強
化
に
よ
っ
て
、
外
部
と
の
交
流
が
拒
ま
れ
る
時
期
が
あ
り
、
そ
の
と
き
の
連
携
は

思
う
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

l
 

地
域
行
事
が
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
交
流
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

l
 
学
校
を
と
り
込
ん
だ
事
業
が
中
止
と
な
っ
た
た
め

l
 

連
携
し
て
い
た
事
業
の
中
止
が
続
き
、
連
携
す
る
機
会
が
失
わ
れ
た
。

l
 

お
互
い
の
事
業
へ
の
参
加
が
見
送
ら
れ
る
な
ど
、
協
力
関
係
が
築
き
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

l
 
学
校
の
活
動
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
お
り
、
学
校
を
会
場
と
す
る
事
業
を
は
じ
め
、
多
く
が
難
し

い
状
況
に
な
っ
た
。

l
 
学
校
の
運
営
に
手
一
杯
の
状
況
で
、
公
民
館
と
関
わ
ら
な
く
な
っ
た
（
特
に
中
学
校
）。

l
 

毎
年
や
っ
て
い
た
行
事
が
で
き
な
い
ま
ま
世
代
交
代
な
ど
も
あ
っ
た
の
で
弱
ま
っ
た
の
で
は
と
思
う

l
 
学
校
行
事
へ
の
館
長
の
出
席
が
全
く
無
く
な
っ
た
。

l
 
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
事
業
は
、
感
染
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

l
 

例
年
実
施
し
て
い
る
共
催
事
業
が
中
止
と
な
り
、
関
わ
る
機
会
が
減
っ
た
。

３
）
「
わ
か
ら
な
い
」
の
記
述

l
 

配
属

1
年
未
満
の
た
め
コ
ロ
ナ
前
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。

10
．
コ
ロ
ナ
下
を
通
し
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
地
域
課
題
（
調
査
票
Q5
）
 

²
 

あ
る

10
館
（
42
%）

 
な
い

2
館
（
8%
）
 
わ
か
ら
な
い
 1
2
館
（
50
%）

l
 
高
齢
の
方
は
外
出
し
て
会
話
を
す
る
機
会
が
な
い
と
足
腰
が
弱
ま
っ
た
り
、
言
葉
が
出
て
こ
な
い
な

ど
の
減
少
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

l
 
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
、
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
助
長
。

l
 
高
齢
化
に
コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
っ
た
こ
と
で
複
数
の
団
体
が
解
散
と
な
っ
た
。
ま
た
、
自
治
会
役
員
等

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
様
々
な
行
事
の
経
験
や
引
継
ぎ
が
で
き
ず
に
交
代
し
て
お
り
、
役
員
の
方
た

ち
が
今
後
の
事
業
開
催
や
連
携
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
様
子
。

l
 

地
域
役
員
の
な
り
手
が
不
足
す
る
中
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
益
々
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

l
 

地
域
を
担
う
団
体
の
弱
体
化
。

l
 

地
域
行
事
の
経
験
者
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

l
 
伝
統
の
継
承
、
地
域
力
の
低
下
。

l
 

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
常
と
な
っ
て
お
り
、
次
年
度
へ
の
引
継
ぎ
の
際
、
正
し
く
継
承
さ
れ
て
い
く
か

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

l
 
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
、
つ
な
が
り
の
大
切
さ
。

l
 

人
の
動
き
が
止
ま
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
を
積
極
的
に
考
え
ら
れ
な
い
。

l
 
前
例
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。

11
．
コ
ロ
ナ
後
に
公
民
館
が
展
開
す
べ
き
事
業
（
調
査
票
Q6
）
 

²
 

あ
る

13
館
（
54
%）

 
な
い

1
館
（
4%
）
 
わ
か
ら
な
い

10
館
（
42
%）

l
 
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
学
習
、
地
域
住
民
同
士
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
事
業
。

l
 
オ
ン
ラ
イ
ン
に
お
け
る
事
業
・
人
と
人
が
関
わ
り
協
力
し
合
え
る
事
業
。

l
 
デ
ジ
タ
ル
関
連
事
業
（
シ
ニ
ア
）。

l
 
集
ま
ら
な
い
で
で
き
る
事
業
。

l
 

感
染
予
防
対
策
等
。

l
 
孤
立
の
防
止
。

l
 

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
よ
う
な
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
事
業
を
高
齢
者
向
け
に
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

l
 

な
る
べ
く
人
と
人
が
直
に
ふ
れ
合
え
る
事
業
。

l
 

地
域
が
団
結
す
る
事
業
や
し
か
け
。

l
 

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な
か
っ
た
地
域
を
つ
な
ぐ
事
業
。

l
 

地
域
活
動
再
開
の
サ
ポ
ー
ト
。

l
 
希
薄
化
し
た
地
域
の
つ
な
が
り
の
再
生
に
資
す
る
も
の
。

l
 

何
も
か
も
が
一
度
中
止
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
に
再
ス
タ
ー
ト
を
展
開
す
る
べ
き
か
考
え

る
こ
と
が
新
た
な
展
開
と
な
る
。

12
．
対
象
と
す
る
市
民
の
広
が
り
や
変
化
（
調
査
票
Q7
）
 

²
 

あ
っ
た
６
館
（
24
％
）
 
な
か
っ
た
 
11

館
（
44
％
）
 
わ
か
ら
な
い
８
館
（
32
％
）

１
）
「
あ
っ
た
」
の
記
述

l
 

公
民
館
に
来
れ
な
い
人
に
も
事
業
を
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た

l
 

活
動
が
少
な
く
な
り
、
人
と
人
の
接
点
が
減
っ
た
。

l
 

活
動
に
対
し
て
消
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

l
 
減
少
し
た
。

l
 

例
年
と
異
な
る
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
参
加
者
層
が
増
え
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
時

間
が
で
き
た
層
と
の
つ
な
が
り
も
で
き
た
。

l
 

ど
う
し
て
も
利
用
団
体
の
休
止
、
解
散
は
増
え
て
し
ま
っ
た
。

２
）
「
な
か
っ
た
」
の
記
述

l
 

コ
ロ
ナ
禍
前
の
対
象
と
す
る
市
民
に
明
確
な
変
化
は
な
い

13
．
コ
ロ
ナ
下
で
見
え
た
「
地
域
に
と
っ
て
の
公
民
館
の
役
割
」
（
調
査
票
Q8
）
 

²
 

あ
る

19
館
（
76
％
）
 
な
い

2
館
（
8％

）
 
わ
か
ら
な
い

4
館
（
16
％
）

l
 
「
つ
ど
う
・
ま
な
ぶ
・
む
す
ぶ
」
の
「
つ
ど
う
」
の
部
分
が
特
に
重
要
な
役
割
だ
と
感
じ
た
。

l
 
学
習
の
場
と
し
て
、
つ
ど
う
、
ま
な
ぶ
、
む
す
ぶ
を
実
現
す
る
役
割
が
よ
り
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

l
 
集
う
場
所
と
し
て
の
重
要
性
。

l
 
集
ま
っ
て
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
。

l
 

公
民
館
事
業
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
人
が
集
い
協
力
す
る
場
所
。

l
 

人
と
人
を
つ
な
ぐ
場
、
か
け
橋
と
な
る
よ
う
支
援
す
る
。

l
 

コ
ロ
ナ
前
も
そ
う
で
し
た
が
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
く
す
る
「
つ
な
ぐ
」
こ
と
の
重
要
性
は
再
認

識
し
ま
し
た
。

l
 

団
体
間
の
パ
イ
プ
役
。

l
 

地
域
の
憩
い
の
場
、
つ
な
が
れ
る
場
。

l
 

地
域
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
。

l
 

地
域
の
関
係
性
を
つ
な
ぐ
役
割
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

l
 

事
業
を
と
お
し
て
、
地
域
の
一
体
感
を
維
持
す
る
役
割
。

l
 

地
域
の
つ
な
が
り
や
活
動
に
つ
い
て
そ
の
価
値
を
改
め
て
示
す
こ
と
、
ま
た
そ
の
実
践
の
た
め
の
働

き
掛
け
。

l
 

公
民
館
と
い
う
場
所
を
通
じ
た
地
域
住
民
の
交
流
。

l
 

地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
場
の
提
供
、
活
動
再
開
の
サ
ポ
ー
ト
。

l
 

ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
集
う
、
交
流
、
交
歓
の
場
で
あ
り
続
け
る
必
要
性
。

l
 

ま
ず
は
生
活
・
生
命
が
安
定
し
て
か
ら
こ
そ
の
施
設
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
そ
の
上
で
、
さ
ら

に
生
活
力
ア
ッ
プ
が
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
施
設
で
あ
る
と
感
じ
た
。

l
 
市
や
地
域
の
情
報
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
み
つ
か
る
こ
と
な
ど
多
く
の
役
割
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

l
 

事
業
を
通
し
た
学
び
、
外
出
、
会
話
等
、
様
々
な
「
き
っ
か
け
」
づ
く
り
。

14
．
新
た
な
気
づ
き
や
発
見
（
調
査
票
Q9
）
 

²
 

あ
っ
た

17
館
（
71
％
）
 
な
か
っ
た

2
館
（
8％

）
 
わ
か
ら
な
い

5
館
（
21
％
）

l
 

人
と
の
交
流
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
つ
な
が
る
こ
と
で
前
向
き
に
な
れ
た
り
、
活
力
に
な

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

l
 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
様
々
な
ル
ー
ル
に
し
ば
ら
れ
て
、
無
力
で
あ
っ
た
。

l
 

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
、
今
で
は
恵
ま
れ
て
い
た
と
い
う
気
持

ち
で
す
。

l
 
一
時
閉
館
や
利
用
制
限
を
行
っ
た
こ
と
で
、
利
用
者
が
公
民
館
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

で
き
た
。

l
 

コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
保
持
や
危
機
管
理
は
非
常
に
勉
強
に

な
っ
た
。

l
 

公
民
館
は
気
軽
に
人
々
が
集
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
大
き
い
が
、
そ
れ
が
気
軽
で
な
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l
 

感
染
予
防
対
策
等
。

l
 
孤
立
の
防
止
。

l
 

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
よ
う
な
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
事
業
を
高
齢
者
向
け
に
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

l
 

な
る
べ
く
人
と
人
が
直
に
ふ
れ
合
え
る
事
業
。

l
 

地
域
が
団
結
す
る
事
業
や
し
か
け
。

l
 

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な
か
っ
た
地
域
を
つ
な
ぐ
事
業
。

l
 

地
域
活
動
再
開
の
サ
ポ
ー
ト
。

l
 
希
薄
化
し
た
地
域
の
つ
な
が
り
の
再
生
に
資
す
る
も
の
。

l
 

何
も
か
も
が
一
度
中
止
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
に
再
ス
タ
ー
ト
を
展
開
す
る
べ
き
か
考
え

る
こ
と
が
新
た
な
展
開
と
な
る
。

12
．
対
象
と
す
る
市
民
の
広
が
り
や
変
化
（
調
査
票
Q7
）
 

²
 

あ
っ
た
６
館
（
24
％
）
 
な
か
っ
た
 
11

館
（
44
％
）
 
わ
か
ら
な
い
８
館
（
32
％
）

１
）
「
あ
っ
た
」
の
記
述

l
 

公
民
館
に
来
れ
な
い
人
に
も
事
業
を
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た

l
 

活
動
が
少
な
く
な
り
、
人
と
人
の
接
点
が
減
っ
た
。

l
 

活
動
に
対
し
て
消
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

l
 
減
少
し
た
。

l
 

例
年
と
異
な
る
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
参
加
者
層
が
増
え
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
時

間
が
で
き
た
層
と
の
つ
な
が
り
も
で
き
た
。

l
 

ど
う
し
て
も
利
用
団
体
の
休
止
、
解
散
は
増
え
て
し
ま
っ
た
。

２
）
「
な
か
っ
た
」
の
記
述

l
 

コ
ロ
ナ
禍
前
の
対
象
と
す
る
市
民
に
明
確
な
変
化
は
な
い

13
．
コ
ロ
ナ
下
で
見
え
た
「
地
域
に
と
っ
て
の
公
民
館
の
役
割
」
（
調
査
票
Q8
）
 

²
 

あ
る

19
館
（
76
％
）
 
な
い

2
館
（
8％

）
 
わ
か
ら
な
い

4
館
（
16
％
）

l
 
「
つ
ど
う
・
ま
な
ぶ
・
む
す
ぶ
」
の
「
つ
ど
う
」
の
部
分
が
特
に
重
要
な
役
割
だ
と
感
じ
た
。

l
 
学
習
の
場
と
し
て
、
つ
ど
う
、
ま
な
ぶ
、
む
す
ぶ
を
実
現
す
る
役
割
が
よ
り
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

l
 
集
う
場
所
と
し
て
の
重
要
性
。

l
 
集
ま
っ
て
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
。

l
 

公
民
館
事
業
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
人
が
集
い
協
力
す
る
場
所
。

l
 

人
と
人
を
つ
な
ぐ
場
、
か
け
橋
と
な
る
よ
う
支
援
す
る
。

l
 

コ
ロ
ナ
前
も
そ
う
で
し
た
が
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
く
す
る
「
つ
な
ぐ
」
こ
と
の
重
要
性
は
再
認

識
し
ま
し
た
。

l
 

団
体
間
の
パ
イ
プ
役
。

l
 

地
域
の
憩
い
の
場
、
つ
な
が
れ
る
場
。

l
 

地
域
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
。

l
 

地
域
の
関
係
性
を
つ
な
ぐ
役
割
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

l
 

事
業
を
と
お
し
て
、
地
域
の
一
体
感
を
維
持
す
る
役
割
。

l
 

地
域
の
つ
な
が
り
や
活
動
に
つ
い
て
そ
の
価
値
を
改
め
て
示
す
こ
と
、
ま
た
そ
の
実
践
の
た
め
の
働

き
掛
け
。

l
 

公
民
館
と
い
う
場
所
を
通
じ
た
地
域
住
民
の
交
流
。

l
 

地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
場
の
提
供
、
活
動
再
開
の
サ
ポ
ー
ト
。

l
 

ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
集
う
、
交
流
、
交
歓
の
場
で
あ
り
続
け
る
必
要
性
。

l
 

ま
ず
は
生
活
・
生
命
が
安
定
し
て
か
ら
こ
そ
の
施
設
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
そ
の
上
で
、
さ
ら

に
生
活
力
ア
ッ
プ
が
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
施
設
で
あ
る
と
感
じ
た
。

l
 
市
や
地
域
の
情
報
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
み
つ
か
る
こ
と
な
ど
多
く
の
役
割
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

l
 

事
業
を
通
し
た
学
び
、
外
出
、
会
話
等
、
様
々
な
「
き
っ
か
け
」
づ
く
り
。

14
．
新
た
な
気
づ
き
や
発
見
（
調
査
票
Q9
）
 

²
 

あ
っ
た

17
館
（
71
％
）
 
な
か
っ
た

2
館
（
8％

）
 
わ
か
ら
な
い

5
館
（
21
％
）

l
 

人
と
の
交
流
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
つ
な
が
る
こ
と
で
前
向
き
に
な
れ
た
り
、
活
力
に
な

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

l
 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
様
々
な
ル
ー
ル
に
し
ば
ら
れ
て
、
無
力
で
あ
っ
た
。

l
 

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
、
今
で
は
恵
ま
れ
て
い
た
と
い
う
気
持

ち
で
す
。

l
 
一
時
閉
館
や
利
用
制
限
を
行
っ
た
こ
と
で
、
利
用
者
が
公
民
館
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

で
き
た
。

l
 

コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
保
持
や
危
機
管
理
は
非
常
に
勉
強
に

な
っ
た
。

l
 

公
民
館
は
気
軽
に
人
々
が
集
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
大
き
い
が
、
そ
れ
が
気
軽
で
な
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く
な
る
と
、
拠
点
施
設
と
し
て
は
ど
う
な
の
か
、
と
思
い
ま
す
。
 

l
 

人
と
人
が
つ
な
が
り
の
良
さ
、
大
切
さ
、
喜
び
が
生
活
を
豊
か
に
す
る
。

l
 

人
の
つ
な
が
り
が
、
人
生
を
豊
か
に
し
て
い
る
側
面
が
強
い
と
感
じ
た
。

l
 

公
民
館
が
学
習
活
動
を
支
え
る
場
所
と
し
て
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

l
 
社
会
教
育
、
地
域
活
動
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

l
 
み
ん
な
で
新
し
い
形
を
考
え
、
実
践
さ
せ
る
こ
と
の
楽
し
さ
。

l
 

地
域
に
よ
っ
て
公
民
館
が
支
え
ら
れ
て
お
り
、
公
民
館
と
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
と
感
じ
ま
す
。

l
 

コ
ロ
ナ
へ
の
意
識
が
団
体
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。

l
 
デ
ジ
タ
ル
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
る
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
リ
ア
ル
（
実
際
に
会
う
）

価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。

l
 
一
度
遠
ざ
か
っ
た
地
域
の
結
び
つ
き
や
中
止
と
な
っ
た
各
種
事
業
を
再
開
す
る
に
あ
た
っ
て
予
想
以

上
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

l
 

行
政
機
関
だ
か
ら
こ
そ
継
続
し
た
取
組
み
が
担
保
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

l
 

何
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
か
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

l
 

コ
ロ
ナ
禍
前
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
新
た
な
事
柄
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
新
し
い
こ
と
を
学
び
た
い

と
い
う
方
は
一
定
数
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
わ
か
り
ま
し
た
。

（
作
成
：
池
谷
美
衣
子
）
 


